
 

 

 

 教育委員会（第８回）定例会 

 

令和７年８月２６日（火） 

１０時００分～１１時３０分 

 

 

次 第 

 

１ 開会 

 

２ 議案 

 

 第３９号議案 令和７年度教育費９月補正予算（第２号）に係る意見の申出について 

第４０号議案 令和７年度久留米市教育委員会事務局職員の人事異動の臨時代理に 

ついて 当日配布 

第４１号議案 令和７年度久留米市立学校教職員（管理職）の人事異動内申の 

臨時代理について 非公開 当日配布 

 第４２号議案 諏訪中学校管理・教室棟改築外工事請負契約の一部を変更する 

契約締結に係る意見の申出について 

 第４３号議案 久留米市いじめ等防止対策委員会臨時委員の任命又は委嘱の 

臨時代理について 

 第４４号議案 財産（学習者用コンピュータ端末）の取得に係る意見の申出について  

 

３ 報告事項 

（１） 教育委員会後援事業等に関する報告 

（２） 久留米市立小学校の小規模化への対応について 一部別冊 

① 城島エリア及び屛水エリアの取組状況 

② 大橋小学校・善導寺小学校の統合の調整状況 

（３） 令和７年度全国学力・学習状況調査の結果について 

（４） 令和６年度 GTECの結果について 

（５） 日本語スタートアップ講座及び定時制・通信制高校等説明会の実施状況に 

ついて 

（６） 令和７年度久留米市立小・中・高・特別支援学校等の卒業式について 

（７） 田主丸図書館仮出張所拡張によるサービス拡充について 

 

 



 

 

 

  ４ その他 

    

  ５ 今後のスケジュール 

 

６ 閉会 



議案３９－１ 

第３９号議案  

 

令和７年度教育費９月補正予算（第２号）に係る意見の申

出について  

 

上記の議案を提出する。  

令和７年８月２６日  

教育長  井  上  謙  介  

 

提案理由  

 令和７年度教育費９月補正予算（第２号）について、地方教育行政

の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２９条

の規定に基づき、市長から意見を求められたものである。  

 

 

 

 

 

 

 

 



議案３９－２ 

 

令和７年度教育費９月補正予算（第２号）に係る意見の申

出について  

 

 令和７年度教育費９月補正予算（第２号）について、別紙のとおり

市議会に提出することに同意する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



第
１
表
　
歳
入
歳
出
予
算
補
正
（
抜
粋
）

歳
入

款
項

補
正
前
の
額

補
正
額

計

千
円

千
円

千
円

　
２
　
基
金
繰
入
金

7
,
9
6
6
,
0
1
2

3
5
6
,
5
0
0

8
,
3
2
2
,
5
1
2

歳
出

款
項

補
正
前
の
額

補
正
額

計

千
円

千
円

千
円

　
２
　
小
学
校
費

3
,
1
1
9
,
0
6
6

6
,
0
4
0

3
,
1
2
5
,
1
0
6

　
５
　
高
等
学
校
費

1
,
5
2
6
,
8
3
5

1
,
5
0
0

1
,
5
2
8
,
3
3
5

　
１
０
　
教
育
費

　
２
０
　
繰
入
金

※
「
２
０
繰
入
金
－
２
基
金
繰
入
金
」
の
う
ち
補
正
額
1
,
5
0
0
千
円
が
教
育
委
員
会
分

議案３９－３



第
３
表
　
債
務
負
担
行
為
補
正
（
抜
粋
）

（
追
加
）

事
項

期
間

限
度

額

千
円

ス
ク

ー
ル

バ
ス

運
行

業
務

委
託

料
（

善
導

寺
小

学
校

分
）

令
和

８
年

度
か

ら
令

和
１

０
年

度
ま

で
3
2
,
5
0
0

議案３９－４



令
和
７
年
度
９
月
補
正
予
算
　
調
整
資
料

教
育
部

財
　
　
　
　
源
　
　
　
　
内
　
　
　
　
訳

令
和
７
年
度

予
算
要
求
額

国
県
支
出
金
地

方
債
そ

の
他
一
般
財
源

要
　
　

　
求
　

　
　
内
　
　

　
容

当
初
予
算
額

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

70
5

70
5
◎
大
橋
小
・
善
導
寺
小
学
校
の
統
合
関
連

7
0
5
千
円

0

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
試
運
転
委
託
料

　
　
2
0
8
千
円

69
,3
00
円
×
３
回

交
流
事
業
に
お
い
て
大
橋
小
の
児
童
が
善
導
寺
小
ま
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で

通
学
し
ま
す
。

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
事
務
補
助
（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

　
4
9
7
千
円

報
酬
（1
,1
95
円
×
3h
×
1
2
1
日
）

　
4
3
4
千
円

地
域
手
当
分
（6
9円

×
1
2
1
日
）

　
9
千
円

共
済
費
（労
働
保
険
料
）

　
3
千
円

旅
費
（費

用
弁
償
）

　
5
1
千
円

【債
務
負
担
行
為
】

・ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
委
託
料
（
R
8
～
R
1
0
年
度
の
3
年
間
）

9,
82
8千

円
×
3年

×
1
.1

　
3
2
,4
3
3
千
円

（教
育
部
総
務
）

　
令
和
8年

4月
1日

に
予
定
し
て
い
る
大
橋
・
善
導
寺
小
学
校
の
円
滑
な
統
合
に
向

け
た
、
通
学
支
援
（ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
）
に
か
か
る
費
用
を
計
上
す
る
も
の
。

要
　
求
　
事
　
項

款
項
目
：1
0-
02
-0
1

小
学
校
統
合
事
業

〔
参
考
〕

城
島
小
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

≪
参
考
≫

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
案

案
① （蜷
川
地
区
）
ス
ク
ー
ル
バ
ス

9
,8
2
8
千
円
/年

（合
楽
・常
持
地
区
）西
鉄
バ
ス

2
,0
5
8
千
円
/年

＊
1
2
月
補
正
予
定

1
1
,8
8
6千
円
/年

案
② （全
地
区
）ス
ク
ー
ル
バ
ス

2
7
,7
2
0
千
円
/年

案
①
と
案
②
の
差
額

▲
1
5
,8
3
4
千
円
/年

そ
の
他

・
見
守
り
支
援
対
策

7
9
6
千
円

＊
1
2
月
補
正
予
定

・
西
鉄
バ
ス
停
留
所
（帰
路
の
善
導
寺
バ
ス
停
）に
つ
い
て
、

安
全
対
策
の
意
見
が
あ
り
、
対
応
を
検
討
中

・ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
確
認
ア
プ
リ
シ
ス
テ
ム
利
用
料

調
査
中

※
保
護
者
か
ら
は
児
童
が
路
線
バ
ス
で
通
学
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
不
安
の
声
も
あ
る
の

で
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
案

議案３９－資料1



令
和
７
年
度
９
月
補
正
予
算
　
調
整
資
料

教
育
部

財
　
　
　
　
源
　
　
　
　
内
　
　
　
　
訳

令
和
７
年
度

予
算
要
求
額

国
県
支
出
金
地

方
債
そ

の
他
一
般
財
源

要
　
　
　
　
　
求
　

　
内
　
　
　
　
　
容

当
初
予
算
額

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

5
,3
3
5

5
,3
3
5
◎
大
橋
小
・
善
導
寺
小
学
校
の
統
合
関
連

5
,3
3
5
千
円

0

〇
善
導
寺
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
乗
降
場
整
備
業
務
委
託
料

　
5
,3
3
5
千
円

（
教
育
部
学
校
施
設
課
）

　
令
和
8
年
4
月
1
日
に
予
定
し
て
い
る
大
橋
・
善
導
寺
小
学
校
の
円
滑
な
統
合
に
向

け
た
、
善
導
寺
小
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
乗
降
場
整
備
に
か
か
る
費
用
を
補
正
す

る
も
の
。

要
　
求
　
事
　
項

款
項
目
：
1
0
-
0
2
-
0
1

小
学
校
統
合
事
業

善
導
寺
小
学
校
南
門
側

≪
整
備
箇
所
≫

○
善
導
寺
小
学
校
内
で
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
乗
降
に
あ
た
り
、
徒
歩
通
学
児
童
の
安
全
確
保

の
点
で
、
保
護
者
か
ら
車
両
と
歩
行
者
の
動
線
を
分
け
て
ほ
し
い
と
強
く
要
望
が
あ
っ
て
お
り
、

以
下
の
整
備
を
行
う
。

・
バ
ス
旋
回
ス
ペ
ー
ス
の
整
備

・
歩
行
者
用
出
入
口
（
西
側
・
東
側
）

・
簡
易
な
歩
行
者
用
通
路
の
整
備

・
既
存
設
備
の
移
設
（
砂
場
・
物
置
）

・
一
部
植
栽
の
撤
去

≪
整
備
計
画
図
≫

南
門

≪
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
≫

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
学
校
間
で
の
運
行
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

≪
保
護
者
の
意
見
≫

◎
大
橋
小
学
校

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
発
着
場
に
つ
い
て
、
善
導
寺
地
域
で
は

、
善
導
寺
小
学
校
強
く
希
望
す
る
。

・
西
鉄
バ
ス
に
つ
い
て
は
利
便
性
は
高
い
。
一
方
、
特
に

低
学
年
が
1
人
で
バ
ス
に
乗
る
こ
と
へ
の
不
安
も
あ
る
の

で
Ｇ
Ｐ
Ｓ
配
布
や
見
守
り
支
援
の
実
施
を
希
望
す
る
。

◎
善
導
寺
小
学
校

・
3
台
は
厳
し
い
が
、
１
台
で
あ
れ
ば
小
学
校
に
も
止
め
ら
れ
る
。

通
学
す
る
児
童
と
の
入
口
を
分
け
る
な
ど
の
安
全
対
策
は

必
須
。

運
動
場
で
遊
ぶ
児
童
も
多
い
の
で
、
バ
ス
の
誘
導
員
を

配
置
し
、
バ
ッ
ク
時
な
ど
の
安
全
確
認
を
し
て
ほ
し
い
。

議案３９－資料2



令
和

７
年

度
９

月
補

正
予

算
　

調
整

資
料

教
育

部

財
　

　
　

　
源

　
　

　
　

内
　

　
　

　
訳

令
和

７
年

度
予

算
要

求
額

国
県

支
出

金
地

方
債

そ
の

他
一

般
財

源
要

　
　

　
求

　
　

　
内

　
　

　
容

当
初

予
算

額
千

円
千

円
千

円
千

円
千

円
千

円

1,
50
0

1,
50
0

0
◎

令
和

６
年

度
奨

学
金

1
,5

0
0
千

円
1
,8
0
0

〇
補
正
額
：1
00
千
円
×
15
人
＝
1
,5
0
0
千
円

〇
給
付
内
容

〇
給
付
対
象
者

（久
留

米
商

業
高

等
学

校
）

※
１
年
生
②
の
候
補
者
の
う
ち
１
人
は
、
所
得
要
件
を
満
た
さ
な
い
た
め
対
象
外

他
２
人
に
つ
い
て
も
、
併
給
不
可
の
久
留
米
市
奨
学
金
を
す
で
に
受
給
し
て
い
る

た
め
、
本
人
確
認
の
う
え
、
給
付
は
行
わ
な
い
。

①
学
業
ま
た
は
部
活
動
等
に
優
れ
た
成
績
を
修
め
た
者
若
し
く
は
そ
の
見
込
が
あ

る
者

②
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
で
、
学
業
に
意
欲
が
あ
る
者

要
　

求
　

事
　

項

款
項

目
：1

0-
5-

1
個
人
の
寄
附
を
原
資
に
、
久
留
米
商
業
高
校
の
生
徒
に
対
し
て
給
付
す
る
奨
学

金
に
お
い
て
、
事
務
処
理
の
漏
れ
に
よ
り
、
令
和
６
年
度
の
給
付
が
行
わ
れ
て
い

な
い
も
の
に
つ
い
て
、
支
払
い
を
行
う
も
の
。

高
等

学
校

管
理

費

①
②

①
②

①
②

対
象

者
3
 人

0
 人

3
 人

3
 人

2
 人

4
 人

1
5
 人

１
年

生
(R

6
)

２
年

生
(R

6
)

３
年

生
(R

6
)

3
 人

6
 人

6
 人

議案３９－資料3



 

 

 

 



議案４０－１ 

 

第４０号議案  

 

令和７年度久留米市教育委員会事務局職員の人事異動の  

臨時代理について  

 

上記の議案を提出する。  

 

令和７年８月２６日  

教育長  井  上  謙  介  

 

提案理由  

地 方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１

６２号）第２１条第３号の規定により、令和７年度における久留米

市 教 育 委 員 会 事 務 局 職 員 の 人 事 異 動 を 行 お う と す る も の で あ る が 、

特に緊急を要し教育委員会を開催する時間的余裕がないた め、久留

米 市 教 育 委 員 会 教 育 長 に 対 す る 事 務 委 任 規 則 第 ３ 条 の 規 定 に よ り 、

教育長において臨時に代理したので報告し、承認を求めようとする

ものである。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議案４０－２ 

 

 

 

令和７年度久留米市教育委員会事務局職員の人事異動の  

臨時代理について  

 

令和７年度久留米市教育委員会事務局職員の人事異動について、別

紙のとおり教育長により臨時に代理したので報告し、承認を求める。 

  



議案４０－３ 

 

 

久留米市教育委員会事務局職員の人事異動について  

 

令 和７年度久留米市教育委員会事務局 職員の人事異動を別紙のと

おり行う。  



議案４０－４ 

 

教育委員会事務局等職員（管理職員等）人事異動について（８月３１日付） 

 

１ 教育公務員人事異動に関する退職に伴う転出 

 

事務職員 関  和浩 

 市長部局に転任を命ずる 

 

 

令和７年８月３１日 

 

                久 留 米 市 教 育 委 員 会                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



議案４０－５ 

 

教育委員会事務局等職員（管理職員等）人事異動について（９月１日付） 

 

１ 部内配置換え 

■配置換え 

 

（主査級） 

松田 靖生 

 教育部学校教育課指導主事兼任を免ずる 

 

 

令和７年９月１日 

 

                久 留 米 市 教 育 委 員 会                

 



 

 

 

 



議案４０－資料１ 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

 

（教育委員会の職務権限） 

第２１条 教育委員会は、当該地方公共団体が処理する教育に関する事務で、次に掲げるものを

管理し、及び執行する。 

一 教育委員会の所管に属する第三十条に規定する学校その他の教育機関（以下「学校その

他の教育機関」という。）の設置、管理及び廃止に関すること。 

二 教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の用に供する財産（以下「教育財産」と

いう。）の管理に関すること。 

三 教育委員会及び教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の職員の任免その他の

人事に関すること。 

 

（教育機関の職員の任命） 

第３４条 教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の校長、園長、教員、事務職員、技

術職員その他の職員は、この法律に特別の定めがある場合を除き、教育委員会が任命する。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

●久留米市教育委員会教育長に対する事務委任規則 

 

（委任） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項を除き、その権限に属する事務を教育長に委任する。 

(1) 学校教育又は社会教育の基本方針を定めること。 

(2) 学校その他の教育機関の設置、廃止及び移管を決定すること。 

(3) 重要な教育財産の取得及び処分に係る計画を決定すること。 

(4) 教育委員会事務局及び教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の職員の任免、

転補等を行うこと。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

○久留米市教育委員会教育長に対する事務委任規則 

 

（臨時代理） 

第３条 教育長は、緊急やむを得ないときは前条各号に掲げる事務を臨時に代理することがで

きる。 

２ 前項の規定により臨時に代理したときは、委員会にこれを報告し承認をうけなければなら

ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 



議案４２－１ 

 

第４２号議案  

 

諏訪中学校管理・教室棟改築外工事請負契約の一部を変更す

る契約締結に係る意見の申出について  

 

 上記の議案を提出する。  

  令和７年８月２６日  

    教育長 井  上  謙  介  

  

提案理由  

 諏訪中学校管理・教室棟改築外工事請負契約の一部を変更する契約締

結について、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法

律第１６２号）第２９条の規定に基づき、市長から意見を求められたも

のである。  

 



議案４２－２ 

 

諏訪中学校管理・教室棟改築外工事請負契約の一部を変更す

る契約締結に係る意見の申出について  

 

諏訪中学校管理・教室棟改築外工事請負契約の一部を変更する契約締

結について、別紙のとおり市議会に提出することに同意する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議案４２－３ 

 

第  号議案  

 

諏訪中学校管理・教室棟改築外工事請負契約の一部を変更す  

る契約締結について  

 

 上記の議案を提出する。  

  令和７年 月   日  

    久留米市長 原  口  新  五  

 

提案理由  

 諏訪中学校管理・教室棟改築外工事執行に当たり、契約金額を変更す

る必要が生じたため、令和７年６月２６日に議決された「諏訪中学校管

理・教室棟改築外工事請負契約」の一部を変更する契約を締結しようと

するものである。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議案４２－４ 

 

   諏訪中学校管理・教室棟改築外工事請負契約の一部を変更す  

る契約締結について  

 

令和７年６月２６日に議決された「諏訪中学校管理・教室棟改築外工

事請負契約」の一部を次のとおり変更する契約を締結する。  

契約金額「２２億４，４９２万６，２００円（うち取引に係る消費税

及び地方消費税の額２億４０８万４，２００円）」を「２２億７，２２

８万４，３００円（うち取引に係る消費税及び地方消費税の額２億６５

７万１，３００円）」に変更する。  

 

 



議案４２－資料１ 
 

 

 

 

諏訪中学校管理・教室棟改築外工事請負契約の一部を変更する契約締結について 

 

 

１ 趣旨 

 諏訪中学校管理・教室棟改築外工事の執行に当たり、契約金額を変更する必要が生

じたため、請負契約の一部を変更する契約を締結しようとするもの 

 

 

 

２ 変更内容 

「令和7年3月から適用する公共工事設計労務単価及び設計業務委託等技術者単価

に関する特例措置」に伴い、契約金額を変更するもの 

 

工事名 諏訪中学校管理・教室棟改築外工事 

請負業者 栗木・篠原・大石特定建設工事共同企業体 

当初契約 2,244,926,200 円 

（変更増額） （ +27,358,100 円） 

変更契約 2,272,284,300 円 

工期 令和 7年 6月 27 日～令和 9年 12 月 3 日（変更なし） 

 

 

３ 特例措置の概要 

令和 7 年 3 月 1 日以降に契約を行う工事のうち、令和 7 年 2 月 28 日以前の労務単

価を適用して予定価格を積算しているものについて、受注者は新労務単価に基づく契

約に変更するための請負代金額の変更の協議を請求することができることとされて

いる。 

 

 

 

※ 諏訪中学校管理・教室棟改築外設備工事については、5月単価で契約しているため、

変更契約は不要 

 

教育委員会資料 

令和７年８月２６日 

教育部学校施設課 



 

 

 

 



議案４３－１ 

第４３号議案  

 

久留米市いじめ等防止対策委員会臨時委員の任命又は委嘱  

の臨時代理について  

 

上記の議案を提出する。  

令和７年８月２６日  

教育長  井  上  謙  介  

 

提案理由  

 久留米市いじめ等防止対策委員会臨時委員を任命し、又は委嘱しよ

うとするものであるが、特に緊急を要し教育委員会を開催する時間的

余裕がないため、久留米市教育委員会教育長に対する事務委任規則第

３号の規定により、教育長において臨時に代理したので報告し、承認

を求めるものである。  



議案４３－２ 

久留米市いじめ等防止対策委員会臨時委員の任命又は委嘱に 

ついて 

 

久留米市いじめ等防止対策委員会規則（令和５年久留米市教育委員会規則第８号) 

第３条第２項の規定により、下記の者を久留米市いじめ等防止対策委員会臨時委員を任

命し、又は委嘱することについて、教育長により臨時代理したので、報告し、承認を求

める。 

 

記 

 

区 分 氏   名 所  属 任   期 

弁護士 角倉
すみくら

 潔
きよし

 福岡県弁護士会 筑後部会 
令和７年８月６日から 

当該事案の調査終了まで 

弁護士 髙
たか

峰
みね

 真
まこと

 福岡県弁護士会 筑後部会 
令和７年８月６日から 

当該事案の調査終了まで 

学識経験者 小津
お づ

 草
そう

太郎
たろう

 久留米大学 
令和７年８月６日から 

当該事案の調査終了まで 

 



議案４３－資料１ 

○久留米市いじめ等防止対策委員会規則 

 

令和５年３月３０日 

久留米市教育委員会規則第８号 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

(組織) 

第 3 条 委員会は、委員 5 人以内をもつて組織する。 

2 前項の規定にかかわらず、重大事態の調査をするため、必要があると

きは、臨時委員を委嘱し、又は任命することができる。 

 

(委員) 

第 4 条 委員会の委員は、次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱し、

又は任命する。 

(1) 弁護士 

(2) 学識経験者 

(3) 精神保健福祉士 

(4) 公認心理師又は臨床心理士 

(5) 前各号に掲げる者のほか、教育委員会が必要と認めるもの 

2 委員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

3 補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

4 重大事態に関する調査等を行うに当たって、委員が当該事案の関係者

と利害関係を有する場合等については、当該委員に代えて前条第２項の

規定により臨時委員を委嘱し、又は任命するものとする。 

 



 

 

 

 



議案４４－１ 

 

第４４号議案  

 

財産（学習者用コンピュータ端末）の取得に係る意見の申出

について  

 

 上記の議案を提出する。  

  令和７年８月２６日  

    教育長 井  上  謙  介  

  

提案理由  

 財産（学習者用コンピュータ端末）の取得について、地方教育行政の

組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２９条の規

定に基づき、市長から意見を求められたものである。  

 



議案４４－２ 

 

財産（学習者用コンピュータ端末）の取得に係る意見の申出

について  

 

財産の取得について、別紙のとおり市議会に提出することに同意する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議案４４－３ 

 

第  号議案  

 

財産（学習者用コンピュータ端末）の取得について  

 

 上記の議案を提出する。  

  令和７年 月   日  

    久留米市長 原  口  新  五  

 

提案理由  

 学校における教育ＩＣＴ環境整備のため、学習者用コンピュータ端末

を取得するに当たり、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処

分に関する条例（昭和３９年久留米市条例第６号）第３条の規定により

市議会の議決を求めるものである。  



議案４４－４ 

 

財産（学習者用コンピュータ端末）の取得について  

 

次のとおり財産を取得する。  

１ 取得する財産  

   学習者用コンピュータ端末 ８，５００台  

２ 取得予定価格  

   ４億１，２７６万５４６円  

（うち取引に係る消費税及び地方消費税の額３，７５２万３，６  

８６円）  

３ 取得年度  

   令和７年度  

４ 支払方法  

   一時払（令和７年度）  



議案４４－資料１ 

 

（第４４号議案 関係資料） 財産（学習者用コンピュータ端末）の取得について 

 

ＧＩＧＡスクール構想に基づき、導入した児童生徒１人１台のコンピュータ端末が更

新時期を迎えたことから、国の補助金を活用し、計画的に取得するもの。全体で２４，

５００台（予備機を除く）導入予定のうち、今年度に８，５００台を取得します。 

 

１ 取得する財産 

  学習者用コンピュータ端末 

   Lenovo 社製 Chromebook ８，５００台 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 業者選定 

  県単位の共同調達を行うことが国の補助金の交付要件となっています。そのため、

福岡県及び久留米市と同じ Chromebook の自治体(23 団体)で構成する「福岡県ＧＩＧ

Ａスクール推進協議会」（事務局 福岡県）で公募型プロポーザルが実施され、（株）

内田洋行九州支店の Lenovo 社製の端末が選定されました。 

 

３ 取得予定価格 

  ４億１，２７６万５４６円 

（うち取引に係る消費税及び地方消費税の額３，７５２万３，６８６円） 

 

４ 国庫補助 

  公立学校情報機器整備事業費補助金（GIGA スクール構想加速化基金）を活用 

  端末 1台当たり上限 55,000 円の３分の２（残り３分の１は地方交付税措置） 

  ２億７，５１７万円 

 

５ 取得年度 

 令和７年度（令和８年３月までに納入予定） 

 

６ 支払方法 

  一時払（令和７年度） 

機種名 500e Chromebook Gen 4S 

画面サイズ 11.6 インチ 

ＣＰＵ インテル N100 

メモリ 4GB 

ストレージ 64GB 

バッテリ駆動時間 最大 16.7 時間 

重さ 約 1.33kg 

定例教育委員会資料 

令和 7 年８月 26 日 

教育部教育 ICT推進課 



 

 

 

 



※区分の★は新規に申請があったもの

№ 日時 事業名 主催者名 場所 区分 担当課

1 令和7年7月18日～9月30日
こどもたちによる平和なまち絵画
コンテスト２０２５

ピースフルくるめ推進協議会 後援 学校教育課

2 令和7年7月19日～令和7年8月24日
夏休みの思い出と工作・自由研
究に！

カラフルグループ株式会社
グランママ・サンタおじさん
の石窯パン工房

後援 学校教育課

3 令和7年7月28日13：00～16：45
久留米市人権・同和教育公開講
座

久留米市人権・同和教育研
究協議会

久留米シティプラザ 後援 学校教育課

4 令和7年8月2日8:00～18:00 キッズアカデミア事業 キッズたんけんだん
福岡市海の中道青少年海
の家等

後援★ 学校教育課

5 令和7年8月9日14:00～16:40 高良山国語教育研究大会 高良山国語教育研究会 久留米市教育センター 後援 学校教育課

6 令和7年8月11日13:00～15:00
こどもとたのしくぼうさい　くるめウ
ス×ゆるっぽ夏の会

ゆるっぽ くるめウス 後援 学校教育課

7 令和7年8月18日10:00～8月20日13:30 子ども・パラダイス
ふくおか体験・教育旅行協議
会

耳納北麓周辺（千光寺～
原鶴温泉）

後援★ 学校教育課

8 令和7年9月１日～令和8年1月16日
第6回協会けんぽ　健康かべ新
聞コンクール

全国健康保険協会　福岡支
部

後援 学校教育課

9 令和7年9月7日13：30～16：00 知ろう、語ろう、不登校Special
ダンデライオン　不登校ひき
こもりを考える親の会

市民活動サポートセンター
みんくる　セミナー室1・2

後援 学校教育課

10 令和7年9月20日13:00～17:00 第43回　調研セミナーin久留米
一般財団法人　教育調査研
究所

久留米市立久留米商業高
校メディアセンター内レク
チャーホール

後援★ 学校教育課

11
令和7年9月26日10:00～12:00
令和7年10月8日10:00～12:00
令和7年10月21日10:00～12:00

子どもをのばす親になれる講座
非営利型一般社団法人日本
パーソナルコミュニケーション
協会

南校区コミュニティセンター
A会議室

後援★ 学校教育課

12 令和7年10月19日11:30～17:00
第3回筑後地域子どもメディカル
ラリー大会

NPO法人筑後地域救急医療
研究会

久留米大学医学部旭町
キャンパス

後援★ 学校教育課

13 令和7年10月26日9:00～15:00
高等学校ビブリオバトル福岡県
大会

よかたい図書館共同事業体 福岡市総合図書館 後援 学校教育課

14 令和7年11月21日
筑後地区小学校外国語教育研究
大会

筑後地区小学校外国語教育
研究会

久留米市立小森野小学校 後援★ 学校教育課

15

【青少年海外交流事業】
令和7年12月23日～1月12日
【国内英語研修】
令和7年12月25日～令和8年1月6日

青少年海外交流事業（チャレン
ジ・ホームステイ/寮・ホテル滞
在）国内英語研修

特定非営利活動法人　日本
国際交流振興会

後援 学校教育課

16
令和7年12月26日9：00～令和7年12月28日
17：00

Quest Camp 2025 in 福岡 学生団体Get CHANCE
福岡市　海の中道青少年
海の家

後援★ 学校教育課

17

【展示】
令和8年1月14日～令和8年1月17日10:00～
16:00
【表彰式】
令和8年1月18日

2025年度「第27回久留米ユネス
コ協会　子ども絵画展」

久留米ユネスコ協会
石橋文化会館　市民ギャラ
リー

後援 学校教育課

18 令和7年10月13日（月祝）10:30～15:00
こころとカラダの活性化フェスタ
（仮）

特定非営利活動法人　久留
米市介護福祉サービス事業
者協議会

久留米シティプラザ　展示
室・中会議室　他

後援 生涯学習推進課

19
令和7年11月1日（土）、2日（日）　10:00～
17:00

九州　RAINBOW　PRIDE　2025
九州レインボープライド実行
委員会

天神中央公園（福岡市中
央区）/九州レインボープラ
イド公式ホームページ

後援 生涯学習推進課

教育委員会後援事業等に関する報告

報告１－1



№ 日時 事業名 主催者名 場所 区分 担当課

20
〔第1回〕令和7年8月9日（土）13:30～15:30
〔第2回〕令和7年8月30日（土）13:30～15:30

エンパスクルー養成講座〔ドラマ
ダイアログ（観劇対話）スタッフ養
成講座〕

特定非営利活動法人舞台
アート工房・劇列車

〔第1回〕九州大谷短期大
学　〔第2回〕石橋文化会館
小ホール

後援 生涯学習推進課

21

令和7年9月13日（土）～10月26日（日）40日間
開館時間　10:00～17:00（入館は16:30まで）
月曜休館(9月15日・10月13日は開館）

橋口五葉のデザイン世界
久留米市美術館（指定管理
者：（公財）久留米文化振興
会）

久留米市美術館（本館2
階）

後援 生涯学習推進課

22

令和7年10月14日（火）～10月31日（金）10:00
～17:00
※ライトアップ実施日は20:00まで
（10月31日（金）は20:30まで）

石橋文化センター　　ミュージア
ムハロウィン2025

公益財団法人久留米文化振
興会

石橋文化センター園内（久
留米市野中町1015）

後援 生涯学習推進課

23
令和7年8月29日（金）～8月30日（土）19:00～
21:00

石橋文化センターの夏祭り
公益財団法人久留米文化振
興会

石橋文化センター園内（久
留米市野中町1015）

後援 生涯学習推進課

24 令和7年8月2日（土）　14:00～16:00
ピースフルくるめ　第32回
平和を語る夕べ

平和を語る夕べ実行委員会 石橋文化センター大ホール 後援 生涯学習推進課

25 令和7年11月2日（日）9:45～15:00 第24回ポレポレ祭り ポレポレ祭り実行委員会
社会福祉法人拓く　出会い
の場ポレポレ（久留米市安
武町武島468-2）

後援 生涯学習推進課

26 令和7年8月21日（木）9:30～15:30
令和7年度障がい者就職準備講
座

福岡県（就業支援課）
久留米リサーチ・パーク　1
階展示場　2階研修室　4階
訓練室

後援 生涯学習推進課

27
令和7年8月15日（金)18:00～21:00
8月16日(土）18:00～21:00

ナイトプール ASURA グリーンピア八女 後援 生涯学習推進課

28 令和7年10月13日（月）14:00～16:00
『きょうだいの絆～障がいのある
弟と共に歩む～』

ハッピーママくらぶ くるめウス 後援 生涯学習推進課

29
令和7年10月26日（日）
開演11:00　終演15:30（予定）

第52回　久留米ちくご大歌舞伎
久留米ちくご大歌舞伎実行
委員会

久留米シティプラザ「ザ・グ
ランドホール」

後援 生涯学習推進課

30
令和7年11月3日（月祝）
開演14:00予定

石橋文化センター開園70周年記
念プレ事業
三井住友海上文化財団　ときめく
ひととき　第1074回
須川展也サクソフォン・リサイタル

公益財団法人久留米文化振
興会

石橋文化ホール 後援 生涯学習推進課

31
令和7年7月23日（水）10:00～令和7年7月27
日（日）15:00

第3回「国際青少年児童書画芸術
大会」

NPO法人日中国際交流セン
ター

久留米市美術館 後援 生涯学習推進課

32 令和7年11月29日（土）10:00～15:00 くるめぐるフェスタ2025 くるめぐる5施設協議会 福岡県青少年科学館 後援 生涯学習推進課

33 令和7年12月7日（日）10:00～16:50 第32回賢順記念全国箏曲祭
一般社団法人　賢順記念全
国箏曲祭振興会

久留米シティプラザ・久留
米座

後援 生涯学習推進課

34
令和7年12月26日（金）～令和8年1月5日（月）
合計2回

2025年　冬「九重山自然教室」 能古島青少年育成協会
大分県玖珠郡九重町くじゅ
う森林公園スキー場　他

後援 生涯学習推進課

35 令和7年9月13日（土）15:00～16:30
1時間の小さな演奏会　One hour
Concert　楽しい弦楽器の世界

One hour Concert事務局
久留米シティプラザ　久留
米座

後援 生涯学習推進課

36 令和7年9月13日（土）15:00～16:30
第9回パイプオルガンとチェロの
調べ

けやきとアートの散歩路
日本福音ルーテル久留米
教会

後援 生涯学習推進課

37
令和7年10月4日（土）15:00～18:00／10月5日
（日）15:00～18:00

ブリヂストン吹奏楽団久留米　第
55回久留米定期演奏会

ブリヂストン吹奏楽団久留米 石橋文化ホール 後援 生涯学習推進課

38 令和7年10月19日（日)13:00～15:20
創立50周年記念事業（講演・シン
ポジウム）

特定非営利活動法人　久留
米市手をつなぐ育成会

久留米シティプラザ久留米
座

後援 生涯学習推進課

39
令和７年12月4日（木）
学校コンサート①13:45～15:00
通常のコンサート②18:30～20:30

ジェィコブ・コーラー　ピアノコン
サート

一般財団法人民主音楽協会
九州センター

久留米シティプラザ　ザ・グ
ランドホール

後援★ 生涯学習推進課

40
令和7年11月11日（火）～16日（日)10:00～
17:00

第76回　西部示現会展 示現会久留米支部 久留米市美術館１F展示室 後援 生涯学習推進課
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№ 日時 事業名 主催者名 場所 区分 担当課

41

①令和7年9月20日（土）13:30～15:30
②令和7年9月27日（土）13:30～15:30
③令和7年10月4日（土）13:30～15:30

親子のアート体験～劇人形づくり
と人形劇あそび

特定非営利活動法人舞台
アート工房・劇列車

①野中生涯学習センター・
軽運動室
②三潴生涯学習センター・
多目的集会室（ホール）
③久留米ふれあい農業公
園・研修室

後援 生涯学習推進課

42 令和7年9月7日、13日、14日
第39回スポニチ旗争奪久留米市
少年野球大会

全軟久留米市学童部 中干出公園　他 後援 体育スポーツ課

43 令和7年7月30日　10:00～17:00
令和７年度福岡県タレント発掘事
業体力・運動能力測定会

福岡県タレント発掘実行委員
会

久留米総合スポーツセン
ター

後援 体育スポーツ課

44 令和7年7月25日　9:00～19:00
キッズスポ2025年　夏　1DAYサ
マーレッスン

キッズスポ 久留米アリーナ 後援 体育スポーツ課

45 令和7年9月28日
第4回クラルテキッズ・ジュニア
フェスティバル

FCクラルテ 久留米市東部運動公園 後援 体育スポーツ課

46 令和7年7月5日～31日　9:00～18:00
第107回全国高等学校野球選手
権福岡大会

福岡県高等学校野球連盟 久留米市野球場 後援 体育スポーツ課

47 令和7年7月11日、18日、21日 リベルタサッカースクール リベルタサッカースクール 西部防災公園 後援 体育スポーツ課

48 令和7年9月23日　10:00～11:30
公益社団法人日本3B体操協会
福岡南支部のつどい

公益社団法人日本3B体操協
会

久留米市みづま総合体育
館

後援 体育スポーツ課

49 令和7年9月6日、7日　9:00～17:00
Ryu-GA　ウォーターサマーハピ
ネス2025

Ryu-GA
久留米百年公園　多目的
広場

後援 体育スポーツ課

50
令和7年7月14日、16日、18日、21日、23日、
25日　17:30～19:30

陸上教室
一般社団法人アスリートリン
ク

久留米総合スポーツセン
ター補助陸上競技場

後援 体育スポーツ課
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令
和
７
年
７
月
開
催
城
島
エ
リ
ア
説
明
会
の
開
催
状
況

開
催
日

対
象
者

参
加
者
数

主
な
意
見

７
月
10
日
（
木
）

江
上
小
保
護
者

２
１
名

①
複
式
学
級
は
子
ども
が
混
乱
す
る
の
で
は
な
い
か
。

➁
江
上
小
が
残
る
の
が
一
番
だ
が
、
子
ども
の
数
が
減
って
（
統
合
は
）
避
け
ら
れ
な
い
状
況
な
の
は
わ
か
る
。
仕
方
な
い
の

で
は
と思
う
。

③
青
木
小
が
統
合
す
る
とき
に
、
江
上
小
も
一
緒
に
統
合
す
る
の
か
。

➃
中
学
校
の
とこ
ろ
に
新
し
く学
校
を
建
て
て
、
そ
こ
に
青
木
小
・江
上
小
・城
島
小
が
行
くよ
うに
な
る
の
が
い
い
。

７
月
18
日
（
金
）

江
上
校
区
に
お

住
ま
い
の
方

１
７
名

①
小
中
一
貫
教
育
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

②
小
学
校
が
１
つ
に
な
る
と遊
び
た
くて
も
遊
べ
な
くな
る
。
子
ども
の
生
活
範
囲
は
大
き
くで
き
な
い
。

③
江
上
小
は
城
島
小
と統
合
す
る
の
か
。
青
木
小
との
統
合
は
あ
り得
る
の
か
。

➃
統
合
し
た
場
合
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
出
る
の
か
。

⑤
統
合
は
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
跡
地
を
どう
し
て
い
くの
か
。
統
合
の
話
と並
行
し
て
跡
地
活
用
も
考
え
て
欲
し
い
。

７
月
22
日
（
火
）

青
木
小
保
護
者

１
７
名

①
統
合
が
前
提
で
あ
れ
ば
、
加
配
措
置
さ
れ
て
複
式
は
回
避
で
き
る
の
か
。

➁
複
式
学
級
に
な
って
学
力
低
下
が
み
ら
れ
た
場
合
は
、
補
習
な
どの
対
応
は
し
て
も
ら
え
る
の
か
。

③
統
合
し
た
場
合
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
必
須
で
は
な
い
の
か
。

➃
統
合
し
よ
う
と今
年
度
決
め
た
場
合
の
最
短
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

７
月
16
日
（
水
）

青
木
校
区
に
お

住
ま
い
の
方

５
４
名

①
城
島
地
域
全
体
説
明
が
終
わ
る
と統
合
に
向
け
て
進
む
の
か
。
反
対
は
で
き
な
い
の
か
。

➁
教
育
は
学
校
だ
け
で
は
な
く地
域
との
関
わ
りや
家
庭
で
も
行
わ
れ
る
も
の
。
大
規
模
に
し
た
か
ら
よ
い
とい
うの
は
間
違
っ

て
い
る
。

➂
大
規
模
校
に
馴
染
め
な
い
子
の
選
択
肢
の
１
つ
と
し
て
、
小
規
模
校
で
あ
る
青
木
小
が
あ
って
い
い
。

④
学
校
が
な
くな
る
と子
ど
も
が
住
め
な
くな
る
。
統
合
だ
け
で
な
く別
の
視
点
も
も
って
欲
し
い
。

⑤
１
人
で
も
児
童
が
い
る
な
ら
、
学
校
は
残
す
べ
き
。

⑥
青
木
小
や
江
上
小
な
ど人
が
減
って
い
る
とこ
ろ
を
具
体
的
に
活
性
化
す
る
振
興
策
が
必
要

７
月
27
日
（
日
）

①
A
M

②
PM

青
木
校
区
・
江

上
校
区
・
城
島

校
区
・
下
田
校

区
・
浮
島
校
区

に
お
住
ま
い
の
方

①
３
２
名

②
１
７
名

①
城
島
中
の
とこ
ろ
に
新
し
く学
校
を
建
て
て
、
小
中
一
貫
に
す
る
方
が
い
い
と思
う。

➁
全
国
と比
べ
て
も
久
留
米
市
の
小
学
校
数
は
多
い
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
青
木
小
は
他
と比
べ
て
老
朽
化
も
進
ん
で
い

な
い
た
め
、
老
朽
化
の
観
点
で
は
青
木
小
を
統
合
す
る
理
由
に
な
ら
な
い
。

➂
城
島
とい
う
枠
組
み
を
超
え
、
三
潴
や
大
善
寺
も
視
野
に
い
れ
た
検
討
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

④
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
検
討
す
る
とい
うこ
とだ
と不
安
を
抱
か
せ
る
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
絶
対
条
件
とな
る
。

⑤
統
合
に
反
対
で
は
な
い
が
、
統
合
し
な
け
れ
ば
よ
か
った
とな
ら
な
い
よ
うに
し
て
も
ら
い
た
い
。

７
月
29
日
（
火
）

城
島
小
保
護
者

１
２
名

①
下
田
小
浮
島
小
の
統
合
の
次
の
段
階
とし
て
江
上
小
と
青
木
小
も
一
緒
に
統
合
す
る
計
画
も
あ
った
。
そ
の
時
か
ら
考
え

て
い
れ
ば
、
今
頃
は
小
中
一
貫
校
が
で
き
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

➁
早
く小
中
一
貫
校
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

➂
下
田
小
浮
島
小
の
統
合
の
時
の
意
見
も
拾
い
上
げ
て
、
今
後
の
統
合
の
話
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

④
青
木
小
や
江
上
小
の
どち
ら
か
が
統
合
に
反
対
し
た
場
合
は
どう
な
る
の
か
。

2
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令
和
７
年
７
～
８
月
開
催
屏
水
エ
リ
ア
説
明
会
の
開
催
状
況

日
時

対
象
者

参
加
者
数

主
な
意
見

７
月
９
日
（
水
）

草
野
小
保
護
者

２
６
名

①
義
務
教
育
学
校
ま
で
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
運
行
さ
れ
る
の
か
。

➁
義
務
教
育
学
校
は
い
つ
ス
タ
ー
ト
す
る
の
か
。

③
学
童
保
育
所
は
屏
水
中
の
とこ
ろ
に
で
き
る
の
か
。

➃
草
野
小
と山
本
小
が
統
合
す
る
こ
とは
あ
る
の
か
。

①
７
月
25
日
（
金
）

➁
７
月
26
日
（
土
）

草
野
校
区
に
お

住
ま
い
の
方

①
１
７
名

②
１
０
名

①
地
域
が
統
合
に
反
対
し
て
話
が
進
ま
ず
に
、
複
式
学
級
が
続
い
て
い
くこ
とが
一
番
よ
くな
い
。

➁
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
す
る
の
か
。
どの
よ
うに
運
行
す
る
の
か
。

③
複
式
学
級
で
授
業
が
半
分
に
な
る
な
ら
ば
、
残
りの
半
分
の
保
障
は
し
て
も
ら
え
る
の
か
。

➃
義
務
教
育
学
校
が
で
き
る
ま
で
の
間
、
複
式
学
級
の
回
避
を
お
願
い
し
た
い
。

⑤
義
務
教
育
学
校
を
屏
水
中
の
敷
地
に
建
て
る
場
合
、
運
動
場
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
確
保
で
き
る
の
か
。

⑥
義
務
教
育
学
校
は
い
つ
ス
タ
ー
ト
す
る
の
か
。

⑦
義
務
教
育
学
校
に
な
った
場
合
、
成
人
式
は
どこ
で
行
わ
れ
る
よ
うに
な
る
の
か
。

①
７
月
11
日
（
火
）

➁
７
月
14
日
（
月
）

山
本
小
保
護
者

①
３
名

②
２
名

①
義
務
教
育
学
校
の
合
意
とは
。
どの
段
階
で
決
定
とな
る
の
か
。

➁
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
運
行
さ
れ
る
の
か
。

③
義
務
教
育
学
校
に
反
対
で
は
な
い
が
、
年
齢
幅
が
広
い
（
小
学
校
１
年
か
ら
中
学
校
３
年
）
こ
とに
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
が
心
配
。

➃
義
務
教
育
学
校
の
施
設
は
どの
よ
うな
も
の
に
な
る
の
か
。

⑤
学
習
内
容
を
入
れ
替
え
た
場
合
、
転
入
・転
出
は
問
題
な
い
の
か
。

⑥
義
務
教
育
学
校
は
い
つ
ス
タ
ー
ト
す
る
の
か
。

①
７
月
25
日
（
金
）

➁
７
月
26
日
（
土
）

山
本
校
区
に
お

住
ま
い
の
方

①
１
４
名

②
４
名

①
義
務
教
育
学
校
が
設
置
さ
れ
る
の
は
い
つ
頃
か
決
ま
って
い
る
の
か
。

➁
こ
の
地
域
で
義
務
教
育
学
校
を
進
め
る
理
由
は
。

③
小
学
校
と中
学
校
が
一
緒
に
な
る
こ
とで
ト
ラ
ブ
ル
に
は
な
ら
な
い
の
か
。

➃
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
運
行
さ
れ
る
の
か
。

⑤
義
務
教
育
学
校
に
な
った
場
合
、
地
域
と学
校
の
関
係
が
希
薄
に
な
ら
な
い
よ
うに
し
て
欲
し
い
。

①
８
月
2日
（
土
）

➁
８
月
３
日
（
日
）

屏
水
中
学
校
区

に
お
住
ま
い
の
方

①
１
１
名

②
９
名

①
路
側
帯
や
グ
リー
ン
ベ
ル
ト
な
ど、
安
全
な
通
学
路
の
整
備
を
し
て
欲
し
い
。

➁
義
務
教
育
学
校
が
で
き
る
ま
で
の
間
は
、
草
野
小
は
複
式
学
級
に
な
る
の
か
。

③
義
務
教
育
学
校
は
新
し
い
学
校
な
の
で
、
教
員
配
置
を
厚
くし
て
子
ども
た
ち
を
し
っか
りと
見
て
欲
し
い
。

➃
小
規
模
校
の
良
さ
も
あ
る
と思
うが
、
どの
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

⑤
屏
水
中
の
敷
地
に
小
学
校
分
を
建
て
て
も
活
動
が
十
分
に
で
き
る
敷
地
が
あ
る
の
か
。

⑥
通
学
距
離
が
⾧
くな
る
こ
とで
の
不
登
校
が
心
配
だ
が
、
支
援
等
は
考
え
て
あ
る
の
か
。

⑦
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
運
行
さ
れ
る
の
か
。

⑧
義
務
教
育
学
校
は
い
つ
ス
タ
ー
ト
す
る
の
か
。
体
操
服
や
制
服
な
どは
どう
な
る
の
か

4
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２
大
橋
小
学
校
・
善
導
寺
小
学
校
の
統
合
の
調
整
状
況
に
つ
い
て

屏
水
中
学
校

草
野
小
学
校

大
橋
小
学
校

山
本
小
学
校

善
導
寺
小
学
校

５
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大
橋
小
学
校
・
善
導
寺
小
学
校
の
統
合
の
調
整
状
況

１
大
橋
小
・
善
導
寺
小
学
校
統
合
準
備
協
議
会

令
和
７
年
１
月
に
、
両
校
の
保
護
者
代
表
、
地
域
代
表
、
校
⾧
、

教
育
委
員
会
（
全
２
３
人
）
で
組
織
す
る
「
大
橋
小
・
善
導
寺
小
学

校
統
合
準
備
協
議
会
」
を
設
置
し
、
令
和
８
年
４
月
の
統
合
に
向
け

た
協
議
・
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
継
続
し
て
会
議
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
統
合
準
備
協
議
会
で
協
議
し
た
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、

『
小
学
校
統
合
準
備
協
議
会
ニ
ュ
ー
ス
』
を
発
行
し
、
保
護
者
や
地

域
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

２
体
操
服
・
学
用
品
の
取
り
扱
い

６

◆
基
本
的
な
考
え
方

①
原
則
：
現
在
使
用
し
て
い
る
も
の
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
。

＊
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
学
用
品
の
例

上
靴
、
図
書
バ
ッ
グ
、
絵
の
具
、
習
字
道
具
、
裁
縫
道
具
、

紅
白
帽
子
、
水
着
、
水
泳
帽
子
、
算
数
セ
ッ
ト
、
絵
の
具
、

国
語
辞
典

な
ど

②
例
外
：
以
下
の
学
用
品
は
、
善
導
寺
小
で
使
用
し
て
い
る
も
の

に
統
一
す
る
。

＊
統
一
す
る
学
用
品
の
例

※
家
庭
科
で
作
成
し
た
エ
プ
ロ
ン
は
、
着
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
⾧
袖
の
体
操
服
（
上
下
）
は
、
希
望
者
が
着
用
す
る
も

の
で
す
の
で
、
現
在
使
用
し
て
い
る
も
の
を
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
学
校
の
統
合
に
伴
い
、
買
い
替
え
が
必
要
に
な
る
費
用
等
に
つ

い
て
は
、
市
教
育
委
員
会
で
負
担
す
る
方
向
で
調
整
予
定
。

◆
こ
れ
ま
で
の
開
催
状
況

回
数

開
催
日

第
１
回

R
7.
3.
11
（
火
）

第
２
回

R
7.
4.
17
（
木
）

第
３
回

R
7.
5.
22
（
木
）

第
４
回

R
7.
6.
30
（
月
）

第
５
回

R
7.
7.
30
（
水
）

品
目

体
操
服

半
袖
シ
ャ
ツ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
パ
ン
ツ
（
短
パ
ン
）

給
食
服

エ
プ
ロ
ン

帽
子

給
食
袋

名
札
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３
通
学
支
援
（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
）

統
合
に
よ
り
、
通
学
距
離
が
⾧
く
な
る
大
橋
小
の
校
区
内
の
児
童
に
対
す
る
通
学
支
援
の
内
容
に
つ
い
て
、
保
護
者
や
地
域
と
の
協
議
の
結
果
、
次
の
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

７

大
橋
小
学
校
・
善
導
寺
小
学
校
の
統
合
の
調
整
状
況

＜
当
初
の
考
え
方
＞

・
学
校
か
ら
学
校
ま
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
す
る
。

・
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
３
台

○
蜷
川
地
区

蜷
川
地
区
で
乗
降
す
る
。

○
蜷
川
地
区
以
外

西
鉄
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る
。

＜
保
護
者
の
意
見
＞

・
蜷
川
地
区
は
蜷
川
地
区
内
に
乗
降
場
所
を
設
け
て
も
ら
い
た
い
。

・
蜷
川
地
区
以
外
の
地
区
は
、
学
校
と
別
に
乗
降
場
所
を
設
け
て

も
ら
い
た
い
。

・
蜷
川
地
区
以
外
の
地
区
は
、
西
鉄
バ
ス
を
利
用
し
た
い
。

統
合
に
伴
う
ス
ク
ー
ル
バ
ス
乗
降
場
の
候
補
地
検
討
の
た
め
、
善
導
寺
小
学
校
の

登
下
校
時
に
お
け
る
南
校
門
付
近
の
児
童
及
び
車
両
の
往
来
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
５
月
３
０
日
(金
)７
:３
０
～
８
:３
０
，
１
５
:０
０
～
１
６
:０
０

令
和
７
年
６
月

２
日
(月
)７
:３
０
～
８
:３
０
，
１
４
:０
０
～
１
５
:０
０

令
和
７
年
５
月
３
０
日
(金
)

西
鉄
バ
ス
の
利
用
状
況
等
を
確
認
す
る
た
め
調
査
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
６
月
１
３
日
(金
)

実
際
に
城
島
小
学
校
で
運
行
し
て
い
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
統
合
準
備
協
議
会
の
委
員

が
乗
車
し
、
大
橋
・
善
導
寺
校
区
内
で
バ
ス
を
走
ら
せ
た
り
駐
車
す
る
な
ど
し
て
、
現

地
を
確
認
し
ま
し
た
。

＊
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
１
台
で
の
運
行
と
な
り
、
乗
降
場
所
を
蜷
川
地
区

内
と
善
導
寺
小
学
校
内
に
設
け
る
こ
と
が
で
き
、
児
童
の
通
学
に
か
か

る
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

＊
西
鉄
路
線
バ
ス
は
、
通
学
に
適
し
た
複
数
の
便
が
あ
る
た
め
、
各
家

庭
の
状
況
に
合
わ
せ
た
通
学
が
し
や
す
い
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
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４
交
流
事
業

８

◆
交
流
の
よ
う
す

交
流
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
交
流
の
時
間
数
を
段
階
的
に
増
や
す
こ
と
に
よ

り
、
児
童
の
不
安
感
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
期
待
感
も
増
え
て
い
く
よ
う
に
工
夫
し

て
い
ま
す
。

6/
25
・
27
実
施
善
導
寺
小
校
内
見
学

大
橋
小
学
校
・
善
導
寺
小
学
校
の
統
合
の
調
整
状
況

回
実
施
日

対
象
学
年

時
間

内
容

1
R
7.
6.
25

１
,５
年
生

午
前
中

善
導
寺
小
校
内
見
学

2
R
7.
6.
27

２
,３
,４
年
生

午
前
中

善
導
寺
小
校
内
見
学

3
R
7.
10
.7

１
年
生

１
日

社
会
見
学
（
大
牟
田
市
動
物
園
）

4
R
7.
10
.1
5
５
年
生

１
日

社
会
見
学
（
水
俣
）

5
R
7.
10
.1
5
３
年
生

午
前
中
～
未
定

6
R
7.
10
.2
1
４
年
生

午
前
中
～
未
定

7
R
7.
10
.2
5
全
学
年

午
前
中

善
導
寺
小
運
動
会

（
合
同
競
技
を
１
種
目
）

8
R
7.
11
.1
1
３
年
生

１
日

社
会
見
学
（
消
防
署
等
）

9
R
7.
11
.1
4
全
学
年

午
前
中
～
遠
足

10
R
7.
11
.2
6
２
年
生

１
日

社
会
見
学
（
マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド
）

11
R
8.
1.
23

６
年
生

午
前
中
～
未
定

12
R
8.
1.
26

１
～
５
年
生

１
日

音
楽
鑑
賞
・
授
業
交
流

＊
登
下
校

13
R
8.
1.
29

２
年
生

午
前
中
～
未
定

14
R
8.
2.
5

特
別
支
援
学
級
午
前
中
～
未
定

15
R
8.
2.
10

４
年
生

１
日

社
会
見
学
（
柳
川
・
八
女
）

16
R
8.
2.
12

１
～
５
年
生

１
日

授
業
交
流

＊
登
下
校

な
お
、
善
導
寺
小
学
校
は
、
統
合
に
向
け
て
学
校
施
設
の
改
修
を
行
っ
て
お
り
、
児

童
及
び
教
職
員
の
安
全
面
を
考
慮
し
て
、
本
格
的
な
交
流
は
２
学
期
以
降
に
計
画
し
て

い
ま
す
。

◆
計
画
（
案
）

ʬ
大
橋
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
感
想
ʭ

・
楽
し
か
っ
た

・
友
だ
ち
が
い
っ
ぱ
い
で
嬉
し
い

・
教
室
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
び
っ
く
り
し
た

・
知
っ
て
い
る
先
生
も
い
て
善
導
寺
小
学
校
に

行
っ
て
も
大
丈
夫
と
思
っ
た

・
善
導
寺
小
学
校
は
広
か
っ
た

・
友
だ
ち
に
い
っ
ぱ
い
会
え
た
善
導
寺
小
学
校
に

早
く
行
き
た
い

・
保
育
園
の
頃
の
友
だ
ち
に
会
え
た

・
友
だ
ち
で
き
る
か
な

・
け
ん
か
に
な
ら
な
い
か
な

・
学
校
が
広
く
て
、
教
室
が
わ
か
ら
な
く
な
ら
な

い
か
心
配

・
帰
り
道
が
わ
か
ら
な
く
な
ら
な
い
か
心
配

＊
表
の
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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５
善
導
寺
小
学
校
の
改
修

９

◆
改
修
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）

大
橋
小
学
校
・
善
導
寺
小
学
校
の
統
合
の
調
整
状
況

◆
教
室
数
の
増
加
見
込
み

統
合
に
よ
る
学
級
数
の
増
加
や
職
員
数
の
増
加
等
に
対
応
す
る
た

め
、
善
導
寺
小
学
校
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

現
状

統
合
後
（
R
8.
4～
）

増
減

普
通
教
室

15
18

+
3

特
別
支
援
教
室

6
7

+
1

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０
月

～
R
8.
4月
～

工
事
入
札

学
校
行
事

改
修
工
事

～

仮
設

音
楽
室

教
育
相
談
室

夏
休
み

そ
の
他
、
教
室
等

作
業
室
・
PT
A会
議
室

職
員
室
等

運
動
会

統
合
ｽﾀ
ｰﾄ

６
閉
校
式
・
閉
校
記
念
イ
ベ
ン
ト

◆
閉
校
式
典

○
開
催
日
時

令
和
８
年
３
月
２
０
日
（
祝
・
金
）
午
前
中

○
開
催
場
所

大
橋
小
学
校

体
育
館

◆
閉
校
式
・
閉
校
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
や
実
施
主
体

【
参
考
】
下
田
小
・
浮
島
小
・
青
峰
小
閉
校
式

閉
校
式
典

閉
校
イ
ベ
ン
ト

閉
校
記
念
イ
ベ
ン
ト

○
主
催

久
留
米
市

久
留
米
市
教
育
委
員
会

○
内
容

各
代
表
の
あ
い
さ
つ

校
歌
斉
唱

校
旗
返
納

な
ど

※
１
時
間
程
度
を
予
定

※
校
内
に
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

を
設
け
、
式
典
の
様
子
を

中
継
す
る
予
定

※
校
舎
の
一
般
開
放
も
予
定

○
主
催

大
橋
小
P
TA

○
内
容

太
鼓
演
奏
、
全
校

合
唱
な
ど

※
閉
校
式
典
終
了
後

に
実
施
予
定

※
第
２
部
は
実
行
委

員
会
と
合
同
で
イ

ベ
ン
ト
を
企
画

○
主
催

実
行
委
員
会

○
内
容

コ
ン
サ
ー
ト
、
マ

ル
シ
ェ
、
花
火

な
ど

※
地
域
等
で
実
行
委

員
会
が
組
織
さ
れ
、

内
容
な
ど
協
議
が

進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

※
閉
校
式
典
と
同
日

開
催
予
定

【
青
峰
】
校
旗
返
納

【
青
峰
】
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

←
【
下
田
】

閉
校
式
典

【
浮
島
】

→
閉
校
式
典
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７
小
学
校
の
歴
史
の
継
承

10

大
橋
小
・
善
導
寺
小
学
校
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
、
継
承
し
、
児

童
一
人
ひ
と
り
が
、
小
学
校
統
合
後
も
学
校
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
持

ち
続
け
る
よ
う
に
、
歴
史
継
承
物
等
を
善
導
寺
小
学
校
内
に
設
置
し

ま
す
。

【
参
考
】
城
島
小
・
高
良
内
小
学
校
の
例

城
島
小
学
校
の
玄
関
ホ
ー
ル
に
、
各
校
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
・
写
真
等
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

大
橋
小
学
校
・
善
導
寺
小
学
校
の
統
合
の
調
整
状
況

展
示
内
容
や
展
示
場
所
等
は
、
今
後
、
調
整
を
行
う
予
定
で
す
。

ま
た
、
授
業
等
で
使
用
す
る
校
区
マ
ッ
プ
を
新
た
に
作
成
し
ま
す
。

高
良
内
小
学
校
の
多
目
的
ホ
ー
ル
に
、
校
旗
・
校
歌
・
航
空
写
真
等
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

８
学
童
保
育
所

◆
基
本
的
な
考
え
方

○
児
童
の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
学
校
敷
地
内
へ
の
設
置
を

基
本
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
統
合
後
は
、
善
導
寺
校
区
学
童

保
育
所
で
の
保
育
を
軸
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

○
統
合
に
よ
り
通
所
距
離
が
⾧
く
な
る
こ
と
へ
の
対
応
と
し
て

通
所
支
援
も
併
せ
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

＊
現
在
、
学
童
保
育
所
利
用
の
保
護
者
と
協
議
中
で
す
。

【
参
考
】
通
常
学
級
の
児
童
数
・
学
級
数
＊
（
）
内
は
特
別
支
援
学
級
を
含
む

R8
年
度

見
込

１
年
生
２
年
生
３
年
生
４
年
生
５
年
生
６
年
生

合
計

学
級
数

3
3

2
2

3
3

16
（
22
）

児
童
数

98
88

70
62

10
5

75
49
8

（
53
6）
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令
和
７
年
度

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

実
施
日

令
和
７
年
４
月
１
７
日
(
木
）

中
学
校
理
科
は
令
和
７
年
４
月
１
４
日
～
１
６
日
で
分
散
実
施

対
象

小
学
校
６
年
生
（
国
語
・
算
数
・
理
科
）

中
学
校
３
年
生
（
国
語
・
数
学
・
理
科
）

備
考

中
学
校
理
科
及
び
児
童
生
徒
質
問
調
査
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
端
末
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
回
答
（
C
B
T
方
式
）

平
均
正
答
率

（
中
学
校
理
科
は
IR
Tス

コ
ア
）

小
学
校

中
学
校

国
語

算
数

理
科

国
語

数
学

理
科

久
留
米
市

A
68

58
57

5
1

4
2

4
8
1

全
国

B
66
.8

58
.0

57
.1

5
4
.
3

4
8
.
3

5
0
3

全
国
と
の
差
（
令
和
７
年
度
）

C（
A-
B
）

＋
1.
2

0
▲
0.
1

▲
3
.
3

▲
6
.
3

全
国
と
の
差
（
令
和
６
年
度
）

D
＋
0.
3

▲
0.
4

▲
1.
3

▲
3
.
1

▲
5
.
5

全
国
と
の
差
の
増
減

E（
C-
D
）

＋
0.
9

＋
0.
4

＋
1.
2

▲
0
.
2

▲
0
.
8

【
参
考
】
標
準
化
得
点
（
全
国
を
1
00
と
し
た
場
合
の
市
の
得
点
）

10
2.
1

10
0.
0

99
.0

9
4
.
7

8
7
.
5

✧
中
学
校
理
科
は
、
IR
T（

項
目
反
応
理
論
）
に
よ
る
ス
コ
ア
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
I
RT
と
は
、
各
問
題
の
難
易
度
と
そ
の
問
題
の
正
誤
パ
タ
ー
ン
か
ら
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の

学
力
を
推
定
す
る
テ
ス
ト
で
す
。

✧
小
学
校
理
科
の
D欄

は
、
前
回
（
令
和
４
年
度
）
と
の
差
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
：
国
語
は
３
年
連
続
で
前
年
度
か
ら
伸
び
、
全
国
平
均
を
１
．
２
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
ま
し
た
。
算
数
も
３
年
連
続
で
前
年
度
を
上
回
り
、

初
め
て
全
国
平
均
に
並
び
ま
し
た
。

中
学
校
：
全
国
平
均
と
の
差
は
、
前
年
度
と
比
べ
、
国
語
は
０
．
２
ポ
イ
ン
ト
、
数
学
は
０
．
８
ポ
イ
ン
ト
そ
れ
ぞ
れ
低
く
な
り
ま
し
た
。

平
均
正
答
率
は
国
語
・
数
学
と
も
に
、
全
国
平
均
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

１
調
査
概
要

２
学
力
調
査
結
果
の
概
要

教
育

委
員

会
資

料
令

和
７

年
８

月
２

６
日

教
育

部
学

校
教

育
課

報告３－1



３
全
国
と
の
平
均
正
答
率
の
差
の
推
移

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

国
語

▲
0.
7

▲
1.
6

▲
0
.2

0.
3

1.
2

▲
2.
0

▲
1.
0

0.
0

1.
0

2.
0

小
学
校
（国

語
）

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

算
数

▲
1.
2

▲
1.
2

▲
0.
5

▲
0.
4

0
.0

▲
2.
0

▲
1.
0

0.
0

1.
0

2.
0

小
学
校
（
算
数
）

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

国
語

▲
2.
6

▲
2.
0

▲
5.
8

▲
3.
1

▲
3.
3

▲
7.
0

▲
6.
0

▲
5.
0

▲
4.
0

▲
3.
0

▲
2.
0

▲
1.
0

0.
0

1.
0

中
学
校
（国

語
）

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

数
学

▲
2.
2

▲
4
.4

▲
6
.0

▲
5
.5

▲
6
.3

▲
7.
0

▲
6.
0

▲
5.
0

▲
4.
0

▲
3.
0

▲
2.
0

▲
1.
0

0.
0

1.
0

中
学
校
（数

学
）
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03691215

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

久
留
米
市

全
国

03691215

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

久
留
米
市

全
国

正
答
数

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

久
留
米
市

0
.8

1
.5

2
.9

4
.1

4
.4

5
.8

6
.7

7
8
.7

8
.4

8
.7

7
.8

8
.2

7
.5

7
.7

7
3

全
国

1
.1

2
.1

3
3
.9

4
.6

5
.4

6
.2

7
7
.7

8
.2

8
.6

8
.6

8
.4

8
7
.3

6
.2

3
.8

国
語
（
計
14
問
）

算
数
（
計
16
問
）

４
－
１

正
答
数
別
の
分
布
割
合
（
小
学
校
）

正
答
数

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

久
留
米
市

0
.
4

0
.
3

1
.
2

1
.
7

3
4

4
.
8

7
.
8

1
0

1
0
.
7

1
3
.
1

1
4

1
2
.
6

1
0
.
3

6
.
4

全
国

0
.
6

0
.
7

1
.
3

2
.
1

3
4
.
3

5
.
8

7
.
6

9
.
6

1
1
.
3

1
2
.
7

1
3
.
3

1
2
.
4

9
.
9

5
.
4

低
位
層
（
0～
3問

正
答
）
の
割
合
は
全
国
よ
り
少
な

い
一
方
で
、
正
答
数
10
問
以
上
の
割
合
は
全
国
よ
り

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

低
位
層
（
0
～
2問

正
答
）
の
割
合
は
全
国
よ
り
少
な

く
、
上
位
層
（
14
～
15
問
正
答
）
の
割
合
は
全
国
よ

り
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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03691215

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

久
留
米
市

全
国

正
答
数

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

久
留
米
市

4
.
4

7
.
3

8
.
8

8
.
6

9
.
5

9
.
2

8
.
8

6
.
3

6
.
4

6
.
3

5
.
6

4
.
9

4
.
4

4
.
5

3
.
4

1
.
5

全
国

3
.
0

5
.
6

7
.
2

8
.
0

8
.
0

7
.
8

7
.
5

7
.
1

6
.
6

6
.
3

6
.
1

6
.
1

6
.
1

6
.
0

5
.
4

3
.
4

03691215

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

久
留
米
市

全
国

正
答
数

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

久
留
米
市

0
.
7

1
.
6

3
.
3

4
.
8

6
.
9

9
.
4

1
2

1
3
.
9

1
4
.
2

1
1
.
8

9
.
8

6
.
3

3
.
9

1
.
5

0
.
2

全
国

0
.
4

1
.
1

2
.
4

4
.
0

6
.
1

8
.
5

1
1
.
1

1
3
.
1

1
4
.
1

1
3
.
4

1
1
.
1

7
.
9

4
.
5

1
.
9

0
.
4

国
語
（
計
14
問
）

数
学
（
計
15
問
）

４
－
２

正
答
数
別
の
分
布
割
合
（
中
学
校
）

正
答
数
8問

ま
で
の
割
合
は
全
国
よ
り
多
く
、
正
答
数
9問

以
上
の
割
合
は
全
国
よ
り
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

正
答
数
6問

ま
で
の
割
合
は
全
国
よ
り
多
く
、
特
に
正
答
数
0問

の
割
合
は
全
国
よ
り
1ポ

イ
ン
ト
以
上
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
正
答

数
7問

以
上
の
割
合
は
全
国
と
同
じ
か
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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①
「
国
語
の
授
業
の
内
容
が
よ
く
わ
か
る
」
に
対
す
る
回
答

５
児
童
生
徒
へ
の
質
問
に
関
す
る
主
な
調
査
結
果

中

②
「
算
数
・
数
学
の
授
業
の
内
容
が
よ
く
わ
か
る
」
に
対
す
る
回
答

小

肯
定
的
な
回
答
の
割
合
は
、
小
学
校
で
全
国
を
上
回
り
、
中
学
校
で
全
国
を
下
回
り
ま
し
た
。
ま
た
、
小
中
学
校
と
も
に
昨
年
度
を
下
回
り
ま
し
た
。

小

中

肯
定
的
な
回
答
の
割
合
は
、
小
中
学
校
と
も
に
昨
年
度
を
下
回
り
、
全
国
に
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
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③
「
平
日
１
日
当
た
り
の
授
業
以
外
の
学
習
時
間
（
学
習
塾
等
を
含
む
）
は
ど
れ
く
ら
い
か
」
に
対
す
る
回
答

学
習
時
間
が
１
時
間
以
上
の
割
合
は
、
小
中
学
校
と
も
に
全
国
を
下
回
り
ま
し
た
が
、
小
学
校
は
昨
年
度
を
上
回
り
ま
し
た
。

小
中

④
「
学
校
に
行
く
の
は
楽
し
い
と
思
う
」
に
対
す
る
回
答

肯
定
的
な
回
答
の
割
合
は
、
小
学
校
で
全
国
を
上
回
り
、
中
学
校
で
全
国
を
下
回
っ
た
も
の
の
、
小
中
学
校
と
も
に
昨
年
度
を
上
回
り
ま
し
た
。

小
中

報告３－6



⑤
「
自
分
に
は
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」
に
対
す
る
回
答

肯
定
的
な
回
答
の
割
合
は
、
小
中
学
校
と
も
に
全
国
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ど
ち
ら
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

小
中

６
今
後
の
取
組
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方

①
学
力
の
保
障
と
向
上
の
た
め
に
、
３
つ
の
資
質
・
能
力
「
知
識
及
び
技
能
」
「
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」
「
学
び
に
向
か
う
力
等
」
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
「
く
る
め
授
業
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の
浸
透
、
子
ど
も
主
体
の
授
業
へ
の
転
換
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
協
働
的
な
学
び
の
実
践
に
よ
る
授
業
改
善
を
図
り
ま
す
。

②
学
力
低
位
層
の
子
ど
も
の
つ
ま
ず
き
を
把
握
し
、
授
業
改
善
に
い
か
せ
る
よ
う
校
内
研
修
等
に
お
い
て
指
導
助
言
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

く
る
め
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
マ
ス
タ
ー
Ｃ
Ｂ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
基
礎
的
・
基
本
的
な
内
容
の
確
実
な
定
着
、
子
ど
も
の
実
態
に
応
じ
た
個
別
学
習

や
補
充
学
習
等
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

③
学
力
を
支
え
る
基
盤
と
な
る
「
粘
り
強
く
取
り
組
む
態
度
」
「
自
己
有
用
感
・
自
己
効
力
感
」
等
の
非
認
知
能
力
を
育
成
し
て
い
く
た
め
に
、

学
習
を
振
り
返
る
活
動
や
人
権
尊
重
の
視
点
に
立
っ
た
仲
間
づ
く
り
の
活
動
の
充
実
に
努
め
、
子
ど
も
に
と
っ
て
楽
し
い
学
校
を
め
ざ
し
ま
す
。

④
教
員
間
の
同
僚
性
を
高
め
、
風
通
し
の
よ
い
学
校
経
営
を
行
う
こ
と
で
、
教
員
が
や
り
が
い
を
も
っ
て
子
ど
も
に
向
き
合
い
、
子
ど
も
に
と
っ
て

効
果
的
な
教
育
活
動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
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報告４－１ 

令和６年度ＧＴＥＣの結果について 

英語の技能別に見出した課題をもとに授業改善を図り、中学生の英語運用能力を育成す

ることを目指してＧＴＥＣを実施した。 

１ 実施期間  

令和７年１月１５日（水）～２１日（火） 

２ 実施対象  

市内中学２年生全生徒（欠席者を除いた２２９６名） 

３ 実施検定  

ＧＴＥＣ Ｃｏｒｅ（コア） 

４ 結果 ※  は前年度と同等。  は前年度より上昇。 

技能 
読む 

(Reading) 

聞く 

(Listening) 

書く 

(Writing) 

話す 

(Speaking) 

合計 

(Total) 

スコア上限値 210 210 210 210 840 

R3 

全国中２平均 82.0 93.0 134.0 87.0 399.0 

久留米市平均 77.7 95.5 117.9 84.5 377.5 

ＣＥＦＲ－Ｊ A1.1 A1.2 A1.2 A1.1 A1.2 

R4 

全国中２平均 84.0 96.0 136.0 88.0 406.0 

久留米市平均 79.0 87.9 125.3 77.3 372.6 

ＣＥＦＲ－Ｊ A1.1 A1.1 A1.2 Pre-A1 A1.2 

R5 

全国中２平均 86.0 98.0 142.0 89.0 416.0 

久留米市平均 74.9 89.7 117.4 88.4 374.8 

ＣＥＦＲ－Ｊ A1.1 A1.1 A1.2 A1.1 A1.2 

R6 

全国中２平均 86.0 99.0 139.0 95.0 421.0 

久留米市平均 81.3 87.7 123.6 85.6 381.4 

ＣＥＦＲ－Ｊ A1.2 A1.1 A1.2 A1.1 A1.2 
※「全国中２平均」は直近４年の公立のみ。毎年、受検者数や受検自治体が変動しており、全国の
中２が受検しているわけではない。

※「ＣＥＦＲ－Ｊ」…日本の英語教育での利用を目的とした英語能力の到達度指標。（A1.2 以上が
英語検定３級程度と想定。）

定例教育委員会資料 

令 和 7 年 8 月 26 日 

教 育 部 学 校 教 育 課 



報告４－２ 

５ 考察 

○令和３年度から継続して、ＣＥＦＲ－Ｊにおける A1.2 のレベルに到達した。Total

Score では、これまでで最も高い結果となった。

○「読む」については、初めて A1.2 のレベルを達成した。

○「書く」については、昨年度とレベルは同様であるが、平均スコアは伸び、全国参考値

との差も小さくなった。 

●「聞く」については、レベル、スコアともに大きな変化はなかったが、イラストの状況 

を説明する問題において、昨年度に比べ約９ポイント低下した。 

●「話す」については、レベル、スコアともに大きな変化はなかったが、身近なテーマに

ついて自分の意見を述べる問題において、昨年度に比べ約２５ポイント低下した。 

６ 今後の取組 

結果を中教研外国語部会で共有するとともに、授業改善に向けた取組については、小

中合同での研修の実施や共通実践など小中の連携を強化する。 

 中学校外国語科教員を対象としたイングリッシュ・セミナーを実施し、ワークショッ

プ型研修や授業参観・協議を通して、教員の英語力向上や授業改善を図る。 

【各資格・検定試験と CEFR との対照表〔文部科学省（平成３０年３月）〕からの抜粋】 

A1.3

A1.2

A1.1

Pre-A1

CEFR‐J 指標 

A2.2

A2.1

520～

370～

270～

810～

690～

【参考】第４期教育振興基本計画では、中学校卒業段階で 

CEFR A1 レベル相当以上を達成した中学生の割合 60％を

目標とする。（Ｒ５～Ｒ９年度） 



報告５－１ 

日本語スタートアップ講座及び定時制・通信制高校等説明会の実施状況について 

１ 日本語スタートアップ講座 

（１）目  的  日本語理解が困難な児童生徒等に対して、集中講座を実施することで、 

学校生活へのよりよい適応や学校生活に必要な日本語の理解を促す。 

（２）期  間  令和７年８月１８日（月）～令和７年８月２２日（金）の５日間 

（３）会  場  久留米市教育センター 

（４）参加対象  市内の小中学校に在籍している小学 1年生から中学 3年生のうち、受講

を希望する児童生徒（２学期から転入する児童生徒を含む） 

（５）講座内容及び参加人数

① サバイバル日本語コース

・参加者：６名（小２：１名 小６：３名 中 1：１名 中３：1名）

・内 容：挨拶、緊急対応の表現、学校施設・教科名、学校での指示・やり取り

日本語基礎コース 

・参加者：８名（小 1：１名 小２：１名 小３：１名 小４：１名 中１：1名・中２：３名）

・内 容：発音、文字、語彙、簡単な文型

② 生活オリエンテーション（最終日に実施）

・内 容：小中学校の１日の流れ（授業、掃除、給食など） ・年間行事

（６）参加者の声

・簡単な日本語や自己紹介、日本の学校について知ることができて少し安心した。

・ひらがながわかるようになってうれしい。

・苦手な漢字の勉強ができてよかった。

・新しく友だちができてうれしい。

・もう少し自分のレベルにあった勉強がしたかった。

２ 令和７年度定時制・通信制高校等説明会 

（１）目  的  中学生や中学校卒業後の進路未確定者、高校中退者とその保護者等を 

対象に、定時制・通信制高校等の情報を届け、進路の幅を広げてもらう。

（２）日  時  令和７年７月２７日（日）１３時３０分～１６時４０分 

（３）会  場  久留米市教育センター 

（４）定員及び参加人数  定員１００人

参加１８２人（内訳：中学生 58 人、保護者 109 人、その他 15 人） 

（５）参加校 １６校(県立の定時制・単位制高校等６校・私立の通信制高校１０校) 

（６）参加者の声

・毎日通えるようになった等の話を聞いて少し希望が持てた。

・在校生の方がとても楽しそうで、我が子もこういう風に変わる日がくるまで待ち

たい。

・高校進学を考えている娘に聞かせることができてとてもよかった。

定 例 教 育 委 員 会 資 料

令 和  7 年 8 月 2 6  日  

教 育 部 学 校 教 育  課 



 

 

 

 



報告６－１ 

令和７年度久留米市立小・中・高・特別支援学校等の卒業式について 

 令和７年度の久留米市立小・中・高・特別支援学校等の卒業式の期日は、下

記のとおりです。 

記 

年 月日 曜日 学校名等 

令和８年 
３月 １日 日 南筑高等学校 

３月 １日 日 三井中央高等学校 

３月 ３日 火 久留米商業高等学校 

３月 ５日 木 久留米特別支援学校（高等部） 

３月１２日 木 久留米特別支援学校（小学部・中学部） 

３月１３日 金 中学校 

３月１７日 火 小学校 

定例教育委員会資料 

令和７年８月２６日 

教 育部学校教育課 





報告７－１ 

田主丸図書館仮出張所拡張によるサービス拡充について 

１ 概要 

 田主丸アリーナ内に開設中の田主丸図書館仮出張所は、資料数や閲覧席を増やすな

ど、図書スペースを拡張し、地域住民へのサービスの拡充を図ります。 

２ サービスの拡充 

（１） 資料

図書資料等を追加し、田主丸アリーナのロビー（１階）に常設します。 

■追加数 ■全体

項 目 数 量 

図書資料 約４，０００冊 

視聴覚資料 

（ＣＤ・ＤＶＤ） 
約８００点 

（２） 閲覧コーナー

ロビーに閲覧席を追加し、図書資料や新聞・雑誌を閲覧できるスペースを拡張し

ます。 

■追加数 ■全体

項 目 数 量 

閲覧席 ８席 

（３）その他

仮出張所内には、インターネット閲覧用端末機（１台）を設置します。インター

ネットを活用した調べものや電子図書館の閲覧にもご利用いただけます。

また、施設内に閉架書庫及び作業用スペースを１室設置します。

３ 休館 

 図書資料の集積作業や書架の配置替え等のため、以下の期間は、仮出張所を休館

します。 

・休館日：８月２５日（月）～９月８日（月）

４ スケジュール 

・９月９日（火） 利用開始（開館）

定 例 委 員 会 資 料 
令 和  ７ 年 ８ 月 ２ ６  日 
市民文化部中央図書館 

項 目 数 量 

図書資料 約８，５００冊 

視聴覚資料 

（ＣＤ・ＤＶＤ） 
約１，２００点 

項 目 数 量 

閲覧席 １６席 
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